
 

 

  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 

必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる問題は比較的できていますが（７（１））、式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明する問

題に課題があります。（６（２）） 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【数学 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 

 

【数学 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

中学校 

数学 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題① 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】３０．３％ （豊中市） 

     ２４．５％ （大阪府） 

     ２５．７％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる 

【問題番号】６（２） 

 

― ここがポイント － 

 
文字を用いた式の意味を読み取り、事柄の特徴を数学的に説明できるように指導することが大切です。本設問を

使って授業を行う際には、まず、連続する二つの３の倍数の和がどのような数になるかを文字式を用いて考察する

場面を設定することが大切です。具体的には、連続する二つの３の倍数を３n、３n＋３ として和を計算した式で

ある６n＋３ がどのような式に変形できるかを考察する場面を設定することが考えられます。例えば、３（２n 

＋１）と変形した式を取り上げ、３×（整数）になっていることから「連続する２つの３の倍数の和は、３の倍数

になる」ことを捉えられるように指導することが考えられます。また、２（３n＋１）＋１と変形できることを確

認した上で、この式からどのような数になるかを考察する場面を設定することも考えられます。その際、変形した

式が２×（整数）＋１となっていることから、「２の倍数に１を加えた数」つまり「奇数である」という結論を見

いだせるように指導することが大切です。 

【正答の条件】 

「○○は、◇◇である。」という形で、次の(a)、(b)について記述しているもの。 

(a)○○が、「連続する２つの３の倍数の和」である。 

(b)◇◇が、「奇数」である。 

【正答例】 

・連続する２つの３の倍数の和

は、奇数である。（解答類型

１） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】４０．４％ （豊中市） 

     ３３．０％ （大阪府） 

     ３３．２％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる 

【問題番号】９（３） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答の条件】 

次の(a)、(b)、(c)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。 

なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記述されている程度のものとする。 

(a)ＡＧ∥ＨＣ 

(b)ＧＣ∥ＡＨ 

(c)四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。 

【正答例】 

・平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺は平行であるから、 

ＡＢ∥ＤＣ 

よって、ＡＧ∥ＨＣ･･････① 

平行四辺形ＦＣＥＡの向かい合う辺は平行であるから、 

ＦＣ∥ＡＥ 

よって、ＧＣ∥ＡＨ･･････② 

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ平行であるか

ら、四角形ＡＧＣＨは平行四辺形である。（解答類型１） 

中学校 

数学 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】４０．４％ （豊中市） 

     ３３．０％ （大阪府） 

     ３３．２％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる 

【問題番号】９（３） 

 

― ここがポイント － 

 
事柄が成り立つことを証明できるようにするためには、仮定や仮定から分かる事柄、結論

を導くために必要な事柄を明らかにするなどして証明の方針を立て、その方針を基に推論の

過程を数学的に表現できるように指導することが大切です。証明すべき事柄を明確にした上

で、その根拠を見いだす活動を取り入れることが考えられます。例えば、図４において、四

角形ＡＧＣＨが平行四辺形になるという結論を導くために、平行四辺形になるための条件を

手掛かりとして、仮定や証明２を基に検討し、ＡＧ∥ＨＣ、ＧＣ∥ＡＨを示せばよいという

方針を立てることが考えられます。その上で、仮定である「四角形ＡＢＣＤは平行四辺形で

ある」と証明２で明らかにされた事柄である「四角形ＦＣＥＡは平行四辺形である」に基づ

いて、ＡＧ∥ＨＣ、ＧＣ∥ＡＨのそれぞれの根拠としてＡＢ∥ＤＣ、ＦＣ∥ＡＥを見いだせ

るようにし、根拠や成り立つ事柄を言葉や記号を適切に用いて証明できるように指導するこ

とが大切です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

中学校 

数学 

【問題番号】７（１） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】８１．３％ （豊中市） 

     ７５．９％ （大阪府） 

     ７７．４％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる 

確率について、必ず起こる事柄の確率は１であることや、決し

て起こらない事柄の確率は０であることを理解できるように指

導することが大切です。Ａの手元のカードが３枚とも「グ

ー」、Ｂの手元のカードが３枚とも「チョキ」の場合につい

て、Ａ、Ｂそれぞれの勝ちやすさについて、確率を用いて捉え

る場面を設定することが考えられます。この場合、Ａが必ず勝

つことは明らかであるが、確率が１や０になることの意味の理

解を深めるために、樹形図などを利用して場合の数を調べ、確

率を求める活動を取り入れることが考えられます。具体的に

は、カードの出方は全部で９通りで、Ａが勝つ場合が９通り、

Ｂが勝つ場合が０通りであることを明らかにし、Ａが勝つ確率

は９/９であるから１、Ｂが勝つ確率は０/９であるから０と求

められるように指導することが考えられます。このようにし

て、必ず起こる事柄の確率は１で、決して起こらない事柄の確

率は０であることを理解できるようにすることが大切です。さ

らに、確率の範囲が０以上１以下になることの理解を深めるこ

とも大切です。 

 

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


